
電子基板用薬品を開発・製造・販売 電子基板・部品と当社

高収益・研究開発型企業 業績動向・株主還元

～高密度電子基板製造用薬品で高いシェア確保の研究開発型企業～

 電子基板・部品製造用「薬品」の開発・製造・販売
を行う会社です。
・1969年創業、兵庫県尼崎市に本社・研究所・

工場を置く、電子基板・部品製造で使用される
「薬品」の開発・製造・販売をしている会社です。

・社名の由来は、「M」achinery  （機械）、
「E」lectronics （電子）、「C」hemistry （化学）

・長年培った銅表面処理技術をコアに

「界面創造」に磨きをかけ、パッケージ基板分野
で世界トップレベルの技術があります。

・ 社是は「仕事を楽しむ」。
経営理念は 「独創の技術」「信頼の品質」
「万全のサービス」です。

・海外は、台湾・中国・香港・ベルギーに拠点が
あり、2017年5月にタイ子会社を設立。

 電子基板と当社の役割
・家電、通信機器、医療機器から飛行機や
自動車、産業機器まであらゆる分野で使用

・当社は、この電子基板・部品を製造する時に
使用する「薬品を開発・販売」しています。

・従って、当社は基板メーカーではありません。
「めっき」はしていません。

 コア技術： 金属を溶かす界面創造
・車、パソコン・スマホなどに使用され、暮らしに
不可欠な電子基板の金属を溶かす技術です。
①配線を形成する
②表面を粗化し、物理的に密着性を向上
③選択エッチング
④表面を処理し、化学的に密着性を向上

 技術の変化で事業領域の拡大をめざす
・５Ｇ、AI、IoT、自動運転、電気自動車等の開発に
伴う薬品用途の拡がり、成長機会を追求します。

 営業利益率20％以上の高収益企業
・直近の業績（2017年3月期）は売上高が92億

5,900万円、営業利益が18億8,700万円と
営業利益率20％以上の高収益を誇ります。

 研究開発型企業
・単体従業員の約30％を研究開発に配置。
連結売上高の約10％以上を研究開発に
先行投資しています。

 女性登用・活躍に熱心： 女性管理職約20％
・2015年「女性が輝く先進企業表彰（内閣府）」
・2016年「第4回なでしこ銘柄（経産省・東証）」
・同年「第1回ひょうご女性の活躍企業（兵庫県）」
などに選定されています。

 2017年12月期も順調に推移
・2017年12月期から12月決算に変更しますが、
業績予想は、売上高92億円、営業利益19億円と
9か月変則決算ながら順調です。

 株主還元
・中長期的な配当性向は30％が目標。
・2017年12月期配当金は、前期比2円増の
一株あたり22円を予定。

・自社株買いも3年連続で実施

 10月に株主優待を新規に導入
・ 100株以上 Quoカード1,000円
・1,000株以上 Quoカード2,000円

本資料は、フォーラム開催日の2017年12月9日現在の情報に基づいて作成されており、その後の業績動向等を反映したものではないため、明示、黙示に関
わらず内容の正確性あるいは完全性について保証するものではありません。
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